
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

     
 

   

                

 

水
戸
鉄
道 

 

茨
城
県
最
初
の
鉄
道
は
、
日
本
鉄
道
(注 1)

が
1885

［
明
治
18

］
年
に
敷
設
し
た
、
大
宮
か
ら
宇
都

宮
に
至
る
鉄
道(

現
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線)

で
、
古
河
に

県
内
最
初
の
鉄
道
停
車
場
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。 

 

４
年
後
の
1889

年
に
は
、
栃
木
県
小
山
～
水
戸

間
の
水
戸
鉄
道
が
開
業
し
ま
し
た
。
水
戸
鉄
道

は
、
日
本
鉄
道
、
阪
堺
鉄
道
、
伊
予
鉄
道
、
両

毛
鉄
道
に
次
い
で
５
番
目
に
発
足
し
た
私
設

鉄
道
で
、
川
崎
銀
行
頭
取
の
川
崎
八
右
衛
門
、

水
戸
徳
川
家
の
元
家
令
長
谷
川
清
、
水
戸
の
豪

商
塙
載(

は
な
わ 

は
じ
め)

、
県
会
議
員
の
飯
村
丈

三
郎
の
４
名
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
開
業
翌
年

の
1890

年
に
は
、
現
在
水
郡
線
が
通
っ
て
い
る
水

戸
一
高
下
の
切
り
通
し
を
抜
け
、
現
在
の
水
戸

日
赤
病
院
北
側
の
那
珂
川
岸
に
開
設
さ
れ
た

那
珂
川
駅(

貨
物
駅)

ま
で
路
線
が
延
ば
さ
れ
、

那
珂
川
の
水
運
と
鉄
道
と
の
連
携
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
は
ま
だ
ま
だ

水
運
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
那
珂

川
駅
は
1984

［
昭
和
59

］
年
ま
で
存
続
し
、
路
線

(

非
電
化)

の
営
業
キ
ロ
は
、
水
戸
駅
起
点
1.1

km

で

し
た
。 

 

開
業
時
の
旅
客
列
車
運
転
本
数
は
、
１
日
２

往
復
、
小
山
～
水
戸
間
の
所
要
時
間
は
、
約
２

時
間
40

分
で
し
た
。 

 
 

水
戸
鉄
道
の
経
営
は
黒
字
で
し
た
が
、
1892

年

３
月
に
日
本
鉄
道
に
譲
渡
さ
れ
、
日
本
鉄
道
水

戸
線
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
鉄
道
土
浦
線 

 

水
戸
鉄
道
を
買
収
し
た
日
本
鉄
道
は
、
1895

年

11

月
に
土
浦
線
の
土
浦
～
友
部
間 

(

土
浦
駅
・
神

立
駅
・
高
浜
駅
・
石
岡
駅
・
岩
間
駅
・
友
部
駅
開
業)

を
、

翌
1896

年
12

月
に
は
土
浦
線
の
田
端
～
土
浦
間

(

南
千
住
駅
・
北
千
住
駅
・
松
戸
駅
・
柏
駅
・
我
孫
子
駅
・

取
手
駅
・
藤
代
駅
・
牛
久
駅
・
荒
川
沖
駅
開
業)

を
、
隅

田
川
線
(注 2)

の
田
端
～
隅
田
川
間(

隅
田
川
駅
開
業)

を
開
業
さ
せ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
水
戸
か
ら
岩
沼
ま
で
を
予
定
路
線
と

す
る
磐
城
線
は
、
日
本
鉄
道
が
、
1897

年
２
月
に

水
戸
～
平
間
を
、
８
月
に
平
～
久
ノ
浜
間
を
、

11

月
に
中
村(

現
相
馬)

～
岩
沼
間
を
逐
次
開
業

さ
せ
、
翌
1898

年
に
は
、
４
月
に
原
ノ
町
～
中
村

間
を
、
５
月
に
小
高
～
原
ノ
町
間
を
、
８
月
に

久
ノ
浜
～
小
高
間
を
開
業
さ
せ
て
全
通
し
、
土

浦
線
と
水
戸
線
の
一
部
と
を
併
せ
て
、
田
端
～

岩
沼
間
に
鉄
路
が
通
り
ま
し
た
。 

 

開
業
当
時
の
土
浦
線
の
旅
客
列
車
運
転
本

数
は
少
な
く(

1898
年
11
月
改
正
の
時
刻
表
で
の
土
浦
発

の
列
車
は
上
り
７
本
、
下
り
６
本)

、
通
学
に
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
1898

年
５
月
に
実
施
さ

れ
た
、
土
浦
中
学
最
初
の
修
学
旅
行(

当
時
の
在

校
生
は
１
・
２
年
生
の
み
で
、
１
・
２
年
生
合
同
で
実
施
さ

れ
た
。)

の
帰
途
に
は
、
牛
久
～
土
浦
間
で
土
浦

線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
校
友
会
誌
『
進
修
』

第
１
号 

(

1900
年
１
月
発
行)

に
は
、
次
の
記
事
が

載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
｢

…
…
已
に
し
て
牛
久
停
車
場
に
至
り
、
待

つ
こ
と
半
時
、
東
行
の
汽
車
、
火
を
吐
て
来
る
、

乃
ち
乗
ず
、
煙
少
き
も
の
稍
多
く
、
淡
き
も
の

益
々
濃
く
、
次
で
戸
を
閉
づ
る
響
と
な
り
、
一

声
の
汽
笛
と
な
り
、
殷
々
た
る
檄
雷
と
な
り
、

山
送
り
、
川
迎
へ
、
林
去
り
、
田
来
り
、
終
に

土
浦
に
達
す
。
時
に
明
治
三
十
一
年
五
月
二
十

六
日
の
夕
、
軽
霧
模
糊
と
し
て
遠
く
棚
引
き
、

晩
風
飄
々
衣
裳
を
吹
く
。｣(

｢

成
田
遊
草｣

第
２
学
年

甲
組 

山
口
剛) 

 

日
本
鉄
道
海
岸
線 

 

田
端
～
岩
沼
間
の
全
通
を
受
け
て
、
日
本
鉄

道
は
、
1901

年
８
月
に
土
浦
線
、
水
戸
線
の
友
部

～
水
戸
間
及
び
貨
物
支
線(

水
戸
駅
～
那
珂
川
駅)

、

磐
城
線
、
隅
田
川
線
を
統
合
し
、｢

海
岸
線｣

と
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
海
岸
線(

現
常
磐
線)

建
設
の
主
た
る
目

的
は
、
常
磐
炭
田
(注 3)

の
石
炭
を
京
浜
地
区
に
輸

送
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
小
名
浜
港
を
除

け
ば
港
湾
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
上
に
、
風
浪
の

激
し
い
鹿
島
灘
で
の
海
難
事
故
の
危
険
性
も

高
か
っ
た
の
で
、
京
浜
地
区
と
炭
田
と
を
直
結

す
る
鉄
道
を
開
通
さ
せ
れ
ば
、
炭
鉱
主
だ
け
で

は
な
く
鉄
道
会
社
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
石
炭
輸
送
の
た
め
、
現
在
の
山
手
線
を

経
由
し
て
東
海
道
本
線
に
抜
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
田
端
駅
が
起
点
と
さ
れ
、
列
車
は
田
端
駅

で
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
し
て
、
上
野
方
面
、
水
戸

方
面
へ
そ
れ
ぞ
れ
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
不
便
を
解
消
す
る
た
め
、
1905

年
４
月
に
、
日

暮
里
～
三
河
島
間
を
開
通
さ
せ
、
現
在
の
ル
ー

ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
日
暮
里
駅
か
ら
三
河
島

駅
ま
で
の
線
路
が
不
自
然
な
急
カ
ー
ブ
を
描

い
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。
こ
の
短
絡

ル
ー
ト
の
完
成
に
よ
り
、
旅
客
列
車
は
田
端
を

経
由
せ
ず
、
上
野
に
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
貨
物
列
車
は
、
依
然
と
し
て
隅
田

川
線
経
由
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

（注１）
日
本
鉄
道 

 

1881

［
明
治
14

］
年
に
設
立
さ
れ
た
日
本
初
の
私
設

鉄
道
で
、
現
在
の
東
北
本
線
や
高
崎
線
、
常
磐
線
な

ど
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
路
線
の
多
く
を
建
設
し
、
経
営

し
て
い
た
。 

 

（注２）
隅
田
川
線 

 

現
隅
田
川
貨
物
線
（
南
千
住
駅
～
隅
田
川
駅
～
三
河
島

駅
間
5.7

km 

）
と
現
田
端
貨
物
線
（
三
河
島
駅
～
田
端
駅

間
1.6

km

）
と
を
指
す
。 

 

現
在
の
隅
田
川
駅
は
、
日
本
貨
物
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
貨

物
）・
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
の
駅
で
、
常

磐
線
貨
物
支
線
（
通
称
、
隅
田
川
貨
物
線
）
上
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。
主
に
東
北
本
線
や
上
越
線
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
北
日
本
方
面
へ(

か
ら)

の
貨
物
列
車
の
発

着
駅
で
あ
り
、
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
並
ぶ
、

東
京
の
二
大
貨
物
駅
で
あ
る
。
鉄
道
施
設
と
し
て
は

第１５４号 

号 

号 

 

号 

 常磐線 
  かつての土浦周辺には、常磐線、筑波鉄道(本紙第 55号・第
56号で詳述)、常南電車、鹿島参宮鉄道があり、地域の交通や
経済を支えていました。 
 常磐線は、東京都荒川区の日暮里駅から宮城県岩沼市の岩沼
駅までの 343.7 kmを結んでいるＪＲ東日本の鉄道路線(幹線)
で、ＪＲ線の中では、｢本線｣を名乗らない最も長い路線となっ
ています。 
  敬称を略し、引用文中の旧字体は新字体に改めました。 
 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2022（令和４）年 3 月 15 日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

土浦駅付近を走る列車(明治末期) 
 （『ふるさとの思い出写真集・土浦』） 

 



  

 

一
般
駅
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
の
旅
客

設
備
は
な
く
、
開
業
以
来
、
旅
客
列
車
の
発
着
は
な

い
（
同
様
の
駅
に
、
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
仙

台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
あ
る
。
）
。
東
北
本
線
や
常

磐
線
、
高
崎
・
上
越
線
方
面
へ
（
か
ら
）
の
高
速
貨
物

列
車
が
１
日
20
本
以
上
発
着
す
る
。
東
海
道
本
線
や

中
央
本
線
方
面
へ
（
か
ら
）
の
高
速
貨
物
列
車
は
１
日

１
な
い
し
２
本
で
あ
る
。 

 

（注３）
常
磐
炭
田 

 

福
島
県
南
東
部
か
ら
茨
城
県
北
部
に
分
布
し
て
い

た
炭
田
。
江
戸
末
期
に
炭
層
が
発
見
さ
れ
、
明
治
初

期
か
ら
本
格
的
に
採
炭
が
始
ま
っ
た
。
石
狩
炭
田
・

筑
豊
炭
田
に
次
ぐ
日
本
第
３
の
炭
田
だ
っ
た
が
、
1976

［
昭
和
51

］
年
に
閉
山
と
な
っ
た
。 

 

国
鉄
常
磐
線 

 

日
露
戦
争
が
終
わ
っ
た
翌
1906

年
３
月
、
第
１

次
西
園
寺
内
閣
は
、
軍
事
的
な
配
慮
か
ら
、
全

国
の
鉄
道
網
の
統
一
的
な
管
理
を
め
ざ
す｢

鉄

道
国
有
法｣

を
公
布
し
、
主
要
幹
線
の
民
営
鉄

道
17

社
を
買
収
し
て
、
国
有
化
し
ま
し
た
。
日

本
鉄
道
も
同
年
11

月
に
国
有
化
さ
れ
、

1909

年
の

｢

国
有
鉄
道
線
路
名
称｣

制
定
に
よ
り
、
「
海
岸

線
」
は
、
通
過
す
る
令
制
国
(注 4)

の
常
陸
国
と
磐

城
国
と
の
頭
文
字
を
採
っ
て
、｢

常
磐
線｣

と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

常
磐
線
で
は
、
日
本
鉄
道
の
時
代
か
ら
効
率

的
な
石
炭
輸
送
を
図
る
た
め
に
、
複
線
化
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
路
線
は
、
国
有

化
後
も
、
常
磐
炭
田
の
石
炭
の
ほ
か
、
日
立
鉱

山
・
日
立
製
作
所
関
連
の
旅
客
や
物
資
の
輸
送

で
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
国
内
の
経
済
発
展

に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

岩
沼
駅
ま
で
全
通
し
た
後
の
常
磐
線
は
、
旅

客
輸
送
の
面
で
は
、
東
北
本
線
の
バ
イ
パ
ス
と

し
て
の
機
能
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
関
東
地

方
と
東
北
地
方
と
を
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
は
、
海

岸
沿
い
を
走
る
た
め
、
東
北
本
線
に
比
べ
て
、

距
離
的
に
は
長
く
て
も
平
坦
で
あ
る
点
が
、
蒸

気
機
関
車
が
牽
引
す
る
列
車
に
と
っ
て
は
最

大
の
利
点
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
平
駅(

現

い
わ
き
駅)

ま
で
の
複
線
化
も
早
期
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
奥
羽
本
線
へ
の
直
通
列

車
設
定
も
必
要
だ
っ
た
東
北
本
線
に
比
べ
、
上

野
と
仙
台
以
北
と
の
往
来
に
列
車
設
定
を
絞

れ
た
こ
と
か
ら
、
仙
台
駅
以
北
へ
の
直
通
旅
客

列
車
は
、
常
磐
線
を
経
由
し
て
走
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

1958

［
昭
和
33

］
年
に
、
東
京
以
北
で
の
、
初

の
特
急
列
車
と
し
て
登
場
し
た｢

は
つ
か
り｣

も
、
当
初
は
常
磐
線
経
由
で
設
定
さ
れ
、
ス
ハ

４
３
系
客
車
を
Ｃ
６
２
形
蒸
気
機
関
車
が
牽

引
し
て
、
上
野
～
青
森
間
を
昼
行
運
転
し
ま
し

た
。

1960

年
か
ら
は
、
キ
ハ
８
１
系
気
動
車
に
切

り
替
え
ら
れ
、
日
本
初
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
「
は

つ
か
り
」
が
常
磐
線
を
走
り
始
め
ま
し
た
。
な

お
、

1959

年
９
月
か
ら
、
キ
ハ
５
５
系
デ
ィ
ー
ゼ

ル
気
動
車
を
使
用
す
る
急
行
列
車
も
、
常
磐
線

で
最
初
に
運
行
さ
れ
、｢

み
や
ぎ
の｣

と
し
て
、

上
野
～
仙
台
間
の
１
往
復
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

東
北
本
線
の
電
化
や
複
線
化
が
進
む
に
つ

れ
、
ま
ず
、｢

は
つ
か
り｣
な
ど
、
昼
行
の
長
距

離
優
等
列
車
か
ら
東
北
本
線
経
由
へ
の
整
理

統
合
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
が
、
東
北
本
線

は
、
通
勤
時
間
帯
に
は
混
雑
す
る
こ
と
や
奥
羽

本
線
へ
の
直
通
夜
行
列
車
が
多
数
設
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
仙
台
駅
以
北
へ
の
直
通
の
夜
行

列
車
は
、
常
磐
線
経
由
が
主
力
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 
 

1964

年
に
は
、
石
炭
輸
送
を
目
的
と
し
た
急
行

貨
物｢

ひ
た
ち
号｣

の
運
行
も
始
ま
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
ま
も
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に

よ
っ
て
炭
鉱
が
次
々
と
閉
山
に
追
い
込
ま
れ
、

1973

［
昭
和
48

］
年
を
最
後
に
、
常
磐
線
の
当
初

の
目
的
で
あ
っ
た
石
炭
輸
送
の
役
目
は
、
終
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
方
、
旅
客
面
で
は
、

1969

年
10

月
に
上
野
～

平
間
で
特
急｢

ひ
た
ち｣

が
運
行
を
開
始
し
、

1985

［
昭
和
60

］
年
に
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
た

｢

国
際
科
学
技
術
博
覧
会 

( ｢

科
学
万
博
｜
つ
く
ば

❜85｣) ｣

期
間
中
に
は
、
万
博
客
を
迎
え
る
鉄
道

の
表
玄
関
と
し
て
、
臨
時
駅(

万
博
中
央
駅
。
現
ひ

た
ち
野
う
し
く
駅)

が
設
置
さ
れ
、
連
接
バ
ス｢

ス

ー
パ
ー
シ
ャ
ト
ル｣

が
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
観

客
を
万
博
会
場
北
ゲ
ー
ト
ま
で
運
び
ま
し
た
。 

 
 

                

1982

年
の
東
北
新
幹
線
大
宮
駅
～
盛
岡
駅
間
の

開
業
以
降
は
、
常
磐
線
か
ら
仙
台
駅
以
北
に
直

通
す
る
旅
客
列
車
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
東
北

本
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
存
在
意
義
は
、
次

第
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

 
Ｊ
Ｒ
東
日
本
常
磐
線 

 

1987

年
４
月
に
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
る

と
、
常
磐
線
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
一
路
線
と
な

り
、
主
に
都
市
間
輸
送
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
首
都
圏
と
沿
線
各
都
市
と
を
結
ぶ
特
急

列
車
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
首
都
圏
側
の

土
浦
駅
以
南
で
は
、
東
京
へ
の
通
勤
通
学
輸
送

の
役
割
が
大
き
く
、
綾
瀬
駅
～
取
手
駅
間
で
は
、

快
速
線
と
緩
行
線
と
の
線
路
別
複
々
線
と
な

っ
て
い
て
、
緩
急
分
離
運
転
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

全
線
で
電
化
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
区
間
に

よ
り
電
化
方
式
が
異
な
り
、
上
野
駅
か
ら
取
手

駅
ま
で
は
直
流
電
化
方
式
が
、
藤
代
駅
か
ら
北

で
は
、
石
岡
市
柿
岡
に
あ
る
気
象
庁
地
磁
気
観

測
所
の
観
測
に
直
流
が
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と

い
う
理
由
か
ら
、
交
流
電
化
方
式
が
採
用
さ
れ
、

取
手
駅
と
藤
代
駅
と
の
間
に
デ
ッ
ド
セ
ク
シ

ョ
ン
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

2011
［
平
成
23

］
年
３
月
11

日
に
発
生
し
た｢

東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震｣

で
は
、
津
波
被
害
と

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の
影
響
と
を

受
け
、
一
部
区
間
が
不
通
と
な
り
、
列
車
代
行

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

2020

年
３
月

14

日
、
全
線
で
運
転
を
再
開
し
、
品
川
・
上
野

～
仙
台
間
の
特
急｢

ひ
た
ち｣

も
、
１
日
３
往
復

に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
人
や
貨
物
を
大
量
に
輸

送
で
き
る
鉄
道
の
全
線
開
通
は
、
復
興
の
大
き

な
力
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

（注４）
令
制
国(

り
ょ
う
せ
い
こ
く) 

 

日
本
の
律
令
制
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
方
行

政
区
分
。
律
令
国
と
も
言
う
。
飛
鳥
時
代
か
ら
明
治

期
初
期
ま
で
、
日
本
の
地
理
的
区
分
の
基
本
単
位
で

も
あ
っ
た
。
現
在
は
行
政
区
分
と
し
て
の
機
能
は
失

わ
れ
、
単
な
る
地
理
的
区
分
と
な
っ
て
い
る
。
が
、

そ
の
地
理
的
区
分
と
し
て
の
機
能
も
、
都
道
府
県
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
令
制
国
の
行
政
機
関

を
国
衙
ま
た
は
国
庁
と
言
い
、
国
衙
の
所
在
地
や
国

衙
を
中
心
と
す
る
都
市
域
を
国
府
や
府
中
と
言
っ
た
。 

 

常
陸
国
は
、
７
世
紀
に
成
立
。
東
海
道
に
属
し
、

上
総
国
・
上
野
国
と
と
も
に
親
王
が
国
司
を
務
め
る

親
王
任
国
と
な
り
、
国
府
の
実
質
的
長
官
は
常
陸
介

で
あ
っ
た
。 

 

磐
城
国
は
、
明
治
令
制
国
で
、
戊
辰
戦
争
終
結
直

後
の
1868

［
明
治
元
］
年
12
月
に
、
陸
奥
国
が
分
割
さ

れ
て
設
立
さ
れ
た
が
、
1871

［
明
治
４
］
年
の
廃
藩
置
県

に
よ
り
、
平(

た
い
ら)

県
と
な
っ
た
。 
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回 

松
井
泰
寿
） 

キハ 81系気動車 1969［昭和 44］年 10月 10日 佐貫駅 
上野～秋田間の特急「いなほ」の間合い運用で、上野～平間の
特急「ひたち」として使用された。（高 21回鈴木道信撮影） 

 

 


